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広い北海道の各地の高等学校から，本大学に入学した学生達は，大学の生活にどんな期待が
こめられているのだろうか。迎え入れる私共は，若者の生活意識，価値観の変容に驚いたり，
考えさせられることが多い中で，有意義な学生生活を過してほしいと強く望むものである。
一般に，近頃の大学生は虚無主義とか勉強意欲の喪失が参透しているなどと批判もあるが，
学校教育の総仕上げの場であるので， 一日一日を大切にしてほしいと念じ，色々な方法で学生
の理解に努めながら日々見守っていかなければならない。
このことから，入学した学生は，どんな過し方をしているのだろうか，生活の実態を把握し，
それを通して短大の二年間を，より有効に過すために 「生活のあり方」を考えさせる具体的な
教材を得なければならない。また，学生の生活行動の実態を把握し，生活上の問題点を明確に
することを目的として調査を実施したので考察を試みる。
E 調査方法
1 調査対象及び人員
調査対象は，服飾美術科1年 （服飾美術コースで家政学を選択している学生，家庭科学コー
スの学生全員）について調査した。対象者は297名で，そのうち寮生7名，下宿生（自炊者な
どを含む） 69名，自宅通学生は221名である。
2 調査方法
NHK世論調査部で実施している 「国民生活時間調査」は， 昭和35年以来，5年おきに実施
し， 生活時間の変化を定規的にとらえて発表している。
本大学学生と全国調査と比較してみることにも意義があると思い，生活時間調査用紙（付表
1 ）を配布し，日曜日の朝の起床から始まり，夜の就寝時間までの生活行動について，行動が
変るζとにチェックさせた。回収は，翌日の月曜日と した。
調査の時期は，5月の連休明けの次週の日曜日を設定した。
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3 集計方法
生活時間調査の結果については，全国的な傾向と比較するという意図のもとに，NHK世論
調査部の「行動分類表」（付表2）の項目ごとに集計した。
① 時間量別集計 各行動についてー臼を通じての集計
② 行為者率 その行動を一回でも行った人の率
③ 行為者平均時間 その行動をした人だけについての平均時間
なお， 2つ以上の行動を並行して行っている場合があるので，全行動の数字を合計すると，
24時間を超えることがある。
m 調査結果及び考察
1 調査対象者の概要
これらの調査は，昭和58年より継続して実施していたものであるが，例年大差がなく表lに
示した昭和62年の集計が，本大学の学生のパターンと して活用してきた。しかし，昭和63年，
平成元年の調査では変化がみられたので，昭和62年の集計は参考として示し，NHK調査との
比較，考察については，平成元年について行ない認識を深めるものである。
女子短大の学生 （服飾美術科）の調査であることから，一般大学生のNHK調査と対比する
のは，考察の妥当性について極め
て弱い面もあると思うが，参考に
しながら学生の生活状況を把握す
るということでは活用できると思
われる。なお，調査をするに当た
り，学生には 「特別な日曜日の過
し方ではなく，今週の日曜日をど
のように過したかについての行動
の記録をとってくるように」と記
入方法を説明して調査用紙を配布
した。
NHK調査（大学生）に比べ，
集計時聞が少ないのは，「食事」「家
事」「学業」「テレビJであり，集
計時聞が多いのは，「身の回りの
仕事」「仕事」「移動」「休養」「ラ
ジオ」の行動時間であった。
「テレビ」「ラジオ」 については，
テレピ，ラジオを視聴しながら他
表1 NH K調査と本学短大生調査の比較
（単位時間分）
；ヲ± 日曜日NH K調査 NH K調査 本大学学生国民 大学生 昭和 62年 平成元年
すいみん 8. 4 2 8. 3 0 9. 3 2 9. 1 2 
食 事 1目 39 1. 3 4 1. 3 0 1 1 3 
身の回りの仕事 1. 0 1 1. 0 8 1. 0 2 1. 4 0 
仕 事 1 5 4 1. 0 8 1 2 0 1. 4 0 
家 事 2 5 0 1. 3 4 1. 2 4 0. 5 5 
守出一． 業 0. 3 4 2. 1 0 1. 1 2 1 3 0 
移 動 0 4 7 1. 1 4 1 1 7 1. 3 1 
交 際 1 1 0 1. 2 5 4 0 3 3. 4 0 
休 養 0. 3 9 0. 2 7 0. 3 2 1. 4 3 
レジャ活動 1. 5 6 2. 0 8 1. 5 0 2. 0 2 
新聞、雑誌、 本 0. 3 6 0. 5 7 1. 3 6 0. 5 4 
フ / オ 0. 2 2 0. 3 4 0 3 6 1. 2 9 
ア レ ビ 3. 4 0 3. 0 3 3. 0 7 2 4 0 
電 話 1. 0 9 0. 4 6 
NH K世論調査は昭和60年度分
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の行動，例えば洗たくをしたり，身の回りの仕事をしたりというながら行為の時間を除き，テ
レビ，ラジオの専念視聴の時間である。なお，テレビ，ラジオを視聴しながら他の行動をとい
う「ながら行為」と「デンワ」の行動項目は別に設けて記入させた。
昭和62年集計に見られるように，過去は「交際」に多くの時間をかけ，家にいては「テレビ」
好き，そして友達との長電話を楽しんでいるタイフが多かったが，近年「身の回りの仕事J（朝
シャン），「仕事」（アルバイト）や「交際」「レジャー活動」と外での生活が多くなっている。
「すいみんJ時間9.12と目立つが，この調査は，先に述べたように，日曜日の起床から就寝
までの生活行動をチェックさせたものであり，しかも， 日曜日一日の調査であった。従って，
起床から就寝までの生活時間の総計を出して， 24時間から号｜いたものであり，「すいみん」時
間としてみることに問題が残される。
2 行為別の考察
表2, 3は，日曜日の朝の起床時間をみたものである。寮生は起床時闘が習慣づけられてい
るので従来とは特に変ったことはないが，下宿生，自宅通学生の起床時間には幅が広い。 12時
から14時の間に起床したのは約 5%おり，これは，土曜日の夜の就寝時間が調査されていない
ので，実態として見ることにとどめる。なお， 24時間中起きていた，いわゆる徹夜した学生が
2名いたがこの学生の日曜日の就寝時間をみると， 1名は夜l時， I名は3時であった。
表2 起床時間（平成元年） N297 
「ゴ！間 時分6 5 9 7. 0 0 8 0 0 9. 0 0 I O O O I I O O I 2 0 0 I 3. 0 0 I 4 0 まで 7. 5 9 8 5 9 9. 5 9 I O 5 9 I I 5 9 I 2. 5 9 I 3 5 9 I 4. 5 9 
寮 生 （7人） I人 6 。 。 。 。 。 。 。
下 宿 生（69人） 1人 8 I 2 2 0 I 8 5 3 2 。
自宅通学生（221人） I O人 2 5 5 8 6 5 3 6 17 7 。 2 
計 I 2人 3 9 7 0 8 5 5 4 2 3 I O 2 2 
t百） (4. 04) (13.13) (23. 56) (28. 61) (18.18) I 1.74) ( 3.36) ( o. 67) ( 0.67) 
表3 起床時間（昭和62年） N274 
ごぐ：， 時分6 5 9 7 0 0 8 0 0 9. 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 2. 0 0 1 3 0 
まで 7. 5 9 8 5 9 9. 5 9 l O. 5 9 1 1 5 9 1 2 5 9 1 3. 5 9 
寮 生 (15人） 2人 1 0 。 。 2 1 。 。
下 イ首 生（46人） 1人 2 1 0 1 5 I 3 4 。 1 
自宅通学生（213人） 8人 2 0 5 2 7 5 3 5 1 5 7 1 
計 11人 3 2 6 2 9 0 5 0 2 0 7 2 
（出） (4. 01) (11. 67) (22. 62) (32. 84) (18. 29) (7. 29) (2. 55) (0. 72) 
表4, 5は，就寝時聞が12時以降と記入された学生の調べである。昭和62年までは，大体25
-26%であったが，平成元年は約45%と深夜族がふえてきた。就寝前の行動をみると，テレピ，
ラジオ・カセットの視聴，友達とのおしゃべりが主である。月曜日は，第l時限から授業が開
講されていることから，これらの学生は月曜日にどんな生活態度か，健康的な 1日とは推察で
20 湾井 ・学生の日曜日の生活行動
きない。
表4 就寝時間（平成元年）
, N297 
表5 就寝時間（昭和62年）
N274 
ごと： 時分12. 00 I 00 2 00 3. 00 4 0 0 12 59 I 00 2 59 3 59 4 5 9 日：時分12. 00 1 同 2 0 3 曲 4 0 0 12. 59 I 00 2 59 3 59 4 5 9 
事 生（ 7人） 6人 I 。 。 。 事 生（15人） 0人 5 2 。
下宿生（ 69人｝ 12人 11 3 4 。 F 宿生（46人） 6人 4 3 2 。
自宅通学生（221人） 5 6人 2 6 8 ' I 自宅通学生（213人） 11人 8 I 3 1 2 3 
Z十 7 4人 38 11 9 1 計 17人 1 7 1 7 16 3 
（%） (24. 74) (12. 70) ( 3.67) ( 3.01) ( 0.33) （%） ( 6. 20) ( 6. 20) ( 6.20) ( 5.83) ( 1.09) 
「食事」の集計時聞はNHK調査を下回っている。全体の約40%の人は朝食をとっていない。
日曜日の朝の起床時間とのかかわりをみても，
11時以降に起きる人は約12%となっており，そ
れを除いた約28%の人は昼食と兼ねている。昼
食，夕食を友人宅や買物，ドライブなどの外出
先でとった人は，全体の8.4%，所要時聞は40
表6 朝食をとらない
寮生
。
下宿生
人
3 4 
(49. 27) 
人
8 4 
(38. 00) 
～60分であった。若者の外食人口が増えているという統計から，高率を予想していたが，以外
に低かった。夕食の摂取状況の中で，所要時間30-60分と記入されていたのは，外食を除き約
37%あり，これらの学生はテレビをみながらの夕食や，家族とお話を楽しみながらの夕食の時
間であった。
「身の回りの仕事」は1.4時間と高くなっているのが目立つ。 起床直後の入浴 （洗髪を含む）
が増え，全体の31%を占め，それに要する時聞は30～40分，朝シャンのあとの髪の手入れに20
-30分かけている。若い人達の朝シャンが習慣化されていること，また，朝食はとらなくとも，
この朝シャンの時間だけは確保するなどと，話題が多いところであるが，これらの行為が増え
てきたのでこの項目の時間も増えてきた。 日曜日以外の方が，この行動率が高いのではないか
と推察される。
「仕事jの内容で目立つのは， ア）レパイ卜であり，アルバイ 卜をした人は全体の14%であっ
たが，アjレバイトに要した時間は3時聞から12時間とかなりの幅があり，行為者の平均は約7
時間であった。この項目の時間も年々上昇の傾向がみられる。自宅通学生で， 「母の手伝い」「自
営業の店の手伝い」と記入していたのは5名いた。
「家事」の時聞が年々減少している。先の「食事jの時間の減少とも関連して考えられるこ
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とであるが，家事労働の社会化現象が進む中で， 生活の簡便化，サービス産業の活用が多くなっ
ていることから，今後ともこの傾向は続くと予想されるが，簡便性のみの追求でなく，生活へ
の参加に対する価値観の多様性など多くの課題が指摘されるところである。
「学業」がNHK調査と比較して少ないのは，本調査は4月に入学した学生に対し， 5月の
連休明けの日曜日の調査であることから，大学での学業のしくみになじみが薄いことの現れと
思われる。学業の内容は，ほとんどが洋裁と手芸の宿題に当てた時間であり，行為者は122名
であった。
「移動Jは，友人宅，買物，アルバイト，レジャー活動，受際等に出かけた往復の時間であ
る。交際，レジャー活動，仕事への行為の時聞が上回っていることへの関連で，時間が上回っ
ているものとJ思われる。
「交際jもNHK調査をかなり上回っている。日曜日に友達と過した時聞をもっ学生は，約
53%で例年の差はない。表8は，交際に要した時間をみたものであり，30分以内から7.5時間
以内まで，幅があり，10時間，13時間と記入されたのは3名いた。これは下宿生，自宅通学生
などと行為者の対象に差はなかった。
表8 交際に要した時間
t 30 I ｜問P2 2 5 3 3 5 4 4 5 5 5. 5 6 6. 5 7 7 5 8 8. 5 9. 5 10 11 13 分 時 間 , , 以 内 以 内
平成 人
元年 16 13 16 5 17 12 25 3 14 5 10 6 8 5 2 2 1 
1%1 (5.35) (4.34) (5.35) (1.67) (5.68) (4.01) （且36) （！.凹） (4.68) (1.67) (3.34) (2.00) (2.67) (1.67) (0.66) (0.66) 
昭和 人
62 ＇事 4 12 19 6 14 7 7 7 19 9 16 5 5 2 7 3 2 4 1 
｛%｝ (1.45) (4.30) (6.93) (2.18) (5.10) (2‘55) (2.55) (2.55) 16.93) (3.28) (5. 83) (!. 82) (1.82) (0.72) (2.55) (1.09) (0.72) (1.45) 
「休養jの内容は， 家族との会話と記入されたのは自宅通学者に5名，昼寝は自宅通学生に
3名，下宿生に4名いた。なお，ラジオやテレビをつけたまま何となくボンヤリ過したとする
者が67名の約23%，行動分類の項目に具体例がないほど，何となく過し，記録者が休養とした
行為者が121名約41%あり，この面の取り扱いについて指導が欠けていたと思われる。
「レジャー活動」は，NHK調査とほぼ同じ傾向が示されているが，行為の内容は表9に示
表9 レジャー 行為の内容
行 為 見鑑 物賞 スポーツ 勝負ごと 散f丁 楽箭 けいこごと fの文目E勉・寅惜強
平成 行 為者数 1 1 7人 1 7 2 8 4 3 6 1 9
時間 分
7年c 行平 為 者 2. 2 0 2. 0 8 9 . 3 3 2. 4 0 1. 0 9 1. 4 8 均時間
和昭 行 為者数 7 6人 9 8 6 0 3 2 2 2 
時間 分62 平行 為 者 1. 4 3 2. 3 5 1. 4 3 2. 5 5 1 . 2 8 2. 3 5 年 均時 間
平全国均大 学時生の間
時間 分
2. 0 8 1. 2 4 3. 2 5 2 . 0 6 1 . 4 7 2. 0 0 
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した通りである。行楽・散策の時間が多く，自宅外でレジャー活動をする時聞が増えてきた。
勝負ごとと記入した 2名については， 1名はマージャン， l名はピリアー ドと記入されており，
かなり長時間であることに驚く。 技能・資格の勉強は，そのほとんどが車の運転免許状を取得
するための自動車教習所に通った時間であった。
「マスメディアの接触行動」は表10の通りである。ラジオ，テレビは専念視聴の行為者率で
ある。この他に，他の行為との組合せによる「な
がら行為」がラジオで67名（行為者率22.90% ), 
テレビで121名（行為者率40.46%）あり，この
中には含まれていない。
行為者別によるマスメデアの接触行為率は表
11, 12である。新聞への接触が例年かなり低い。
年度
平成
元年
昭和
62 年
表10 マスメディアの接触行動
行 為者 ラジオ テレピ 新聞
人 数 4 8人 2 2 5人 4 8人
（行為者率） (16. 05) (75. 25) (16. 05) 
人 数 5 I 2 3 I 4 8 
（行為者率） (18. 60) (84. 30) (17. 50) 
雑誌・本
I I O人
(36. 78) 
I 2 2 
(44. 50) 
ラジオやテレビを通しでも情報は得られると思うが，日常の社会生活への無関心さを表わして
いると読みとれる。 「雑誌 ・本jについては，そのほとんどが雑誌であり，愛読している本や，
読書の傾向は掴み難い。寮生は，室内にテレビを持ちこむことが禁じられており，食堂や談話
室にいかなければ視聴できないので， 例年の調査でも他の行為者に比べ， テレビの視聴は極め
て低い。
表1 対象別マスメディアの接触行動 表12 対象別マスメディアの接触行動
（平成元年） （昭和62年）
ごよ百五善之 ラジオ テレピ 新 聞 雑誌本 Fよ清幸之 ラジオ テレピ 新聞 雑誌 本
寮 生 人 数 。人 I人 3人 l人 寮 生 人 数 。人 7人 3人 7人
( 7人） （行為者率） (14. 28) (42. 85) (14. 28) (IS人） （行為者率） (46. 6) (20. 0) (46. 6) 
下 宿生 人 数 I O 5 6 7 2 5 下 宿生 人 数 6 3 5 6 2 I 
(69人） ｛行為者率） (14.49) (81.15) (IO. 14) (36. 23) (46人） （行為者率） (13. 3) (77. 7) (13. 3) (46. 6) 
自宅通学者 人 数 3 8 I 6 8 3 8 8 4 自宅通学者 人 数 4 5 I 8 9 3 9 9 4 
(221人） （行為者率） (17. 19 I (76. 01I (17.19) (38. 00) (213人） （行為者率） (21. 0) (88. 3) (18. 2) (43. 9) 
N おわりに
本調査は，平日，土曜日，日曜日と実施して集計したものではなく，日曜日のみの行為の集
計であることから，本調査のみで学生の生活タイフをみることに無理があると思われる。従っ
てあく までも日曜日の生活行動として活用している。しかし，数年の継続した調査から推察で
きることは，平常日の生活タイ フにも大きな変化はないと思われる。
下宿生，自宅通学生という生活上の特徴も感じられなかった。
日曜日の過し方は，家で静かに体力の回復とも考えられるが，逆に外で十分活動することも
過し方と思われる。調査では，日曜日は自宅外での余暇行動として有効に過していることがう
かがわれる。入学後 1か月半という時期であることから，「学業」は行為者122名，平均時間
23 
1. 3時間は悲観するものでないとも考えられるし， 一方，宿題がなければこの行為の時聞はど
のように現れるのかなどと複雑な思いである。 高校での受験体制の重苦しさから解放されたこ
とに，ゆとりを感じている時期であるかも知れない。
日曜日は，月曜日からの生活にそなえて一日の生活時間を管理するという過し方ではなく，
レジャー活動を積極的に行い，また，友人達のつきあいが重視され，自宅外の行為率が高い。
学業や家事，レジャー活動などについても，強要されることがなくなり，ほとんど自由時間
として処理されているので，その行為幅が大きし1。「身の回りの仕事」 「仕事」「支際」の時間
が増加傾向にあり，大学生の生活時間の特徴とみてよいのではないか。また，「突際J「レジャー
活動」などと外出し，家では「ラジオ」「テレピJなど音と共存している生活のタイ プとして
みることもできょう。
月曜日に出校した学生をみると，特におしゃべりが多い，は気がない，落着かない等の学生
が目立つのは， 宵っぱりで睡眠不足，交際，レジャー活動の疲れが残されているのでしょう。
学生は， 4月一杯は大学の生活上のしくみに理解が浅く，高校とは大きく変わった学校環境
に戸惑いもあると思う。しかし，5月の連休を1つの区切りと して，生活の体制を整える何ら
かの指導を加えないと，短大生としての2年聞の生活は印象が浅く，そして無駄が多い大学生
活になってしまうのではないか。
本調査は， 生活習慣を認識し，時間の大切さ，生活をみつめる態度，生活設計のあり方など
担当科目の指導の資料に活用するのみでなく，今後は，調査項目について視点を変えて検討し，
多くの課題把握につとめながら指導方法の改善を図る研究を進めていかなければならない。
参考文献
NHK世論調査部： 日本人の生活時間， 日本放送出版協会 1985 
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付表1 生活時間調査表
自 宅 通 学
No 年 月 日調査 下 宿、 寮
午前
10 20 30 40 50 10 20 30 40 50 
備考
自0時
。 I 2 
至2時
10 20 30 40 50 10 20 30 40 50 
自2時
2 3 4 
至4時
10 2J 30 40 50 10 20 30 40 50 
自4時
4 5 6 
至6時
10 20 30 40 50 10 20 30 40 50 
自6時
6 7 日
至8時
10 20 30 40 50 10 20 30 40 50 
自8時
8 9 10 
至10時
10 20 30 40 50 10 20 30 40 50 
自10時
10 II 12 
至12時
10 20 30 40 50 10 20 30 40 50 
自12時
12 I 2 
至2時
10 20 30 40 58 10 20 30 40 50 
自2時
2 3 4 
至4時
10 20 30 40 50 10 20 30 40 50 
自4時
4 5 6 
至6時
10 20 30 40 50 10 20 30 40 50 
自6時 6 7 8 
至8時
10 20 30 40 50 10 20 30 40 50 
自8時
8 9 10 
至10時
10 20 30 40 50 10 20 30 40 50 
自10時
10 11 12 
至12時
（稲葉案より）
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付表2 行動分類表
大 分 類 中 分 類 具 体 例
す し、 み ん 連続30分以上
食 事
身のまわりの用事 洗顔，化粧，入浴，美容院，理髪，自分のふとん敷き
f土 事 仕事（準備，後片づけ，・・），アルバイト，内職
－ザu与． 業 授業・学校の行事 校内掃除，運動会，遠足，ホームルーム
課 タト 活 動 放課後のクラブ活動
学校 外の 学習 予・復習，学習塾
家 事 炊 事 台所仕事，食事のしたく，後片づけ
そ つ じ ゴミすて， たき火，水まき，草と り
洗 た く 洗たく，アイロンかけ，しみ抜き
家 庭 雑 事 日曜イ大工， 手家具の手入れ，役所へ行く，家計簿，マカーの入れ
交 際 個人的つ き合い 知人との話し合い， 待ち合わせ，訪問，酒，デー ト
社会的つき合い 義理 ・義務のつきあい， 会合，宗教活動，デモ， PTA 
休 養 くつろぎ ・休息 店家族との会話，おやつ，うたたね，一人酒， 一人で喫茶
病気・ 静養 入院，自宅療養，健康診断
レ ジャー活動 見物・ 鑑賞 ｛映オ暫ァ，ー演フ芸｝，等展の示鑑物賞， スポーツ， 催し物，音楽， ビデ
ス ポー ツ スポーツをする
勝 負 ，ー、 と パチンコ，マージャン， トランプ，将棋，競輪・競馬」
行楽・ 散策 散歩，町をぶらつく，ハイキング， ドライブ，遊園地
けいこごと ・趣味 お茶， お花，おけいこごと，庭いじり，ペットの世話
技能・資格の勉強 運転免許，タイプ，英会話，和裁などの勉強
子ども の 遊び レーシングカー，ままごと，f歪獣ζっこ，－－
移 動 通 勤 端自宅と仕事道場との行）き帰り（原則として 1日1往復，極な寄り は除く
通 弓ぬι」 学校 （予備校） への行き帰り
そ の 他 通勤 ・通学以外の移動で，他の行動に優先させるもの
新聞・雑誌・本 新 聞 日刊紙
雑 壬u一一七u、 － 本 週刊誌，月刊誌，単行本
フ ン オ
ア レ ビ
フ ン オ （な カf ら） 他の行動をしながら
ア レ ビ （な tJ{ ら） ク
電 言苦
